
名 船 発 掘 く汽船〉

(主要目)ク ルーズ船、鋼製、川崎芳太郎

所有、367総トン、主校二達成汽機 2基、

890年小野浜造船所竣工、元砲艦赤城

クルーズ船に変身した黄海海戦の

クルーズ船時代の赤城丸 (写真提供=安 藤 岳 )

川
崎
時
代

の

「
赤
城
丸
」

軍
艦

「赤
城
」
の
ち
の

「赤
城
丸
」
は
、
知
る
人

ぞ
知
る
名
船
中
の
名
船
で
あ
る
。
排
水
貴
六
百
二
十

二
ト
ン
の
こ
の
鋼
製
砲
艦
は
、
Ｈ
清
戦
争
の
黄
海
海

戦
で
、
自
艦
の
数
倍
も
あ
る
清
国
軍
艦

「来
遠
」
ほ

か
と
砲
戦
を
ま
じ
え
、
艦
長
が
戦
死
す
る
ほ
ど
の
苦

戦
を
し
い
ら
れ
た
こ
と
で
有
名
だ
。

一
九

一
一

（明
治
四
十
四
）
年
に
軍
艦
籍
か
ら
退

い
た
の
ち
、
神
戸
の
川
崎
方
太
郎
が
払
い
下
げ
を
受

け
、
ク
ル
ー
ズ
船
に
改
装
、
船
名
を

「赤
城
丸
」
と

改
め
た
。
芳
太
郎
は
、
川
崎
造
船
所

（
の
ち
の
川
崎

重
工
）
の
創
始
者
川
崎
正
蔵
の
甥
で
あ
り
娘
婿
で
も

あ
る
。

こ
の
温
厚
篤
実
な
人
物
は
、
同
造
船
所
の
副
社
長

と
し
て
、
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
松
方
幸

次
郎
社
長
を
さ
さ
え
た
。

一赤
城
丸
」
の
こ
と
は
、
山
高
五
郎
氏
の
名
者

『日

の
丸
船
隊
史
話
ｂ
曇

九
四
二
年
、
千
歳
許
一房
刊
）

と
、
氏
が
九
十
四
歳
で
他
界
し
た
年
に
刊
行
さ
れ
た

『図
説
日
の
丸
船
隊
史
話
』
曇

九
八

一
年
、
こ
誠

堂
刊
）
に
く
わ
し
い
。
氏
の
工
書
で
は
、
同
船
は
艦

箱
を
解
か
れ
た
の
ち
、
尼
崎
汽
船
に
払
い
下
げ
ら
れ

て
貨
物
怖
に
な
っ
た
と
し
て
お
り
、
除
細
後
、
力
太

郎
所
有
の
ク
ル
ー
ズ
船
と
し
て
使
わ
れ
た
史
実
に
つ

い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
に
掲
げ
た
捨
案
書
写
真
を
ご
覧
い
た
だ
き
た



い
。
こ
れ
が
ク
ル
ー
ズ
船
当
時
の

「赤
域
丸
」
で
あ

る
。
こ
の
絵
葉
書
は
、
船
舶
研
究
家
の
安
藤
岳
氏
が

発
見
し
た
も
の
で
、
芳
太
郎
所
有
時
代
の
姿
を
示
す

貴
重
な
写
真
で
あ
る
。
写
真
の
下
に
は
、
「七
月
五

日
ヨ
リ
芝
浦
二
か
テ
観
覧
工
供
ス
ル
元
軍
艦
赤
城
ノ

雄
姿
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
い
て
い
る
。
た

だ
し
、
何
年
の
七
月
五
日
か
は
不
明
だ
。

外
形
は
砲
艦
時
代
と
変
わ
ら
な
い
が
、
兵
装
が
撒

去
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
煙
突
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
く
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
船
首
に
「あ

か
ぎ
丸
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り

（『船
名
録
」
で
は

「赤
城
丸
し
、
菊
の
ご
紋
章
が
あ
っ
た
位
置
に
川
崎

造
船
所
の
社
章
が
付
い
て
い
る
。

逓
信
省
管
船
局
の

『船
名
録
』
を
追
う
と
、
「赤

城
丸
」
は

一
九

一
五

（大
正
四
）
年
に
芳
太
郎
か
ら

大
阪
の
尼
崎
伊
二
郎
の
手
に
渡

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
絵
葉
書
の
同
船
は
、　
一
九

一
一
～

一
九

一

五
年
の
姿
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

川
崎

正
蔵

の
専

用
ク

ル
ー
ズ
船

芳
太
郎
は
、
川
崎
正
蔵
専
用
の
ク
ル
ー
ズ
船
に
す

る
つ
も
り
で
同
船
の
払
い
下
げ
を
受
け
た
。
正
蔵
が

ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
だ
こ
と
は
、
彼
の
没
後
ま
も
な

く
発
行
さ
れ
た
伝
記

『川
崎
正
蔵
』
（山
本
実
彦
著
、

一
九

一
八
年
秀
英
舎
刊
）
に
出
て
く
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
正
蔵
は
、　
一
八
九
四

（明
治
二
十

七
）
年
に
大
病
を
し
た
の
ち
、
毎
年
夏
に
な
る
と
船

を
借
り
切
り
、
家
族
を
と
も
な
っ
て
瀬
戸
内
海
か
ら

九
州
を
遊
覧
航
海
し
た
と
い
う
。
今
で
い
う
ク
ル
ー

ズ
で
あ
る
。
最
初
は
大
阪
商
船
の
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー

し
た
が
、
の
ち
に
は
川
崎
造
船
所
の
小
型
船
を
用
い

て
水
入
ら
ず
の
家
族
旅
行
を
お
こ
な
っ
た
。

一
八
九
六

（明
治
二
十
九
）
年
に
六
十
歳
で
社
業

を
松
方
幸
次
郎
と
芳
太
郎
に
託
し
た
正
蔵
は
、
い
か

に
も
明
治
の
企
業
家
ら
し
い
晩
年
を
お
く
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
は

「赤
城
」
の
入
手
に
至

る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
同
書
は
、

「最
後
に
は
日
清
役
に
壌
名
を
謳
は
れ
た
る
軍
艦
赤

城
の
払
下
を
受
け
、
之
を
快
遊
船
式
に
改
造
し
て
、

晩
年
の
遊
船
に
使
用
し
た
り
。
…
…
」

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
正
蔵
が
実
際
に
同
船
の

ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
ん
だ
か
ど
う
か
は
疑
間
が
残
る
。

と
い
う
の
は
、
正
成
は
払
い
下
げ
の
翌
年
の
一
九

一

二

（大
正
元
）
年
に
病
没
し
て
い
る
か
ら
だ
。

最
近
刊
行
さ
れ
た
三
島
康
雄
氏
の

『造
船
王
川
崎

正
蔵
の
生
涯
』
曇

九
九
二
年
同
文
館
出
版
刊
）
で

は
、
「赤
城
丸
」
に
よ
る
ク
ル
ー
ズ
の
時
期
を
明
治

三
十
年
代
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
ろ
の
同

船
は
ま
だ
軍
艦
籍
に
あ
っ
た
し
、
日
露
戦
争
に
も
従

軍
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
あ
り
え
な
い
。

と
も
あ
れ

「亦
城
丸
」
が
、
貴
海
海
戦
の
敢
闘
艦

と
い
う
勲
章
だ
け
で
な
く
、
レ
ジ
ャ
ー
ク
ル
ー
ズ
船

の
さ
き
が
け
と
し
て
、
日
本
の
海
運
史
上
注
目
す
ベ

き
船
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

船
体

の
大
型
化

工
事

前
述
の
よ
う
に

「赤
城
丸
」
は
そ
の
後
、
貨
物
船

に
改
装
さ
れ
、
元
軍
艦
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
大
変

身
を
遂
げ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
改
装
時
期
が
は
っ

き
り
し
な
い
。
た
だ
し
手
が
か
り
は
あ
る
。

最
も
有
力
な
手
が
か
り
は
、　
一
九

一
七
年
版

『船

名
録
一
以
降
、
同
船
の
船
体
が
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
長

く
な
り

（約
四
十
七
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
五
十
七
メ
ー

ト
ル
に
延
長
）、
主
機
が
三
連
成

一
基
に
代
わ

っ
て

い
る
こ
と
だ
。
『船
名
録
」
は
前
年
十
二
月
末
日
現

在
の
登
録
船
を
掲
載
し
て
い
る
か
ら
、
同
船
は
、
尼

崎
伊
二
郎
に
身
売
り
し
た
翌
年
の
一
九

一
六

（大
正

五
）
年
に
船
体
の
大
型
化
工
事
を
受
け
、
主
機
も
換

装
し
て

一
軸
船
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
貨
物
船
に

改
装
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
と
き
で
あ
ろ
う
。
尼
崎
伊

二
郎
は
、
こ
の
万
有
名
軍
艦
を
、
貨
物
船
に
改
装
し

て
使
う
ね
ら
い
で
入
手
し
た
の
で
は
な
い
か
。

近
信
省
管
船
局
の
「日
本
汽
船
名
解
』
に
よ
る
と
、

換
装
さ
れ
た
三
連
成
二
機
の
メ
ー
カ
ー
は
大
阪
の
原

田
造
船
所
で
、
製
造
時
期
は

一
九

一
一
年
と
な
っ
て

い
る
。
製
造
時
期
の
点
で

一船
名
録
』
と
整
合
性
を

欠
く
が
、
同
船
の
改
装
工
事
を
担
当
し
た
の
は
、
あ

る
い
は
原
田
造
船
所
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「赤
城
丸
」
は
長
寿
船
で
、戦
後
の

一
九
五
〇
年
代
の

初
め
ま
で
稼
働
し
た
。
同
船
の
晩
年
に
つ
い
て
は
、
山

高
五
郎
氏
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
山
口
　
廼
生
）
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